


出産の時は、「この痛みはおなかの赤ちゃん

が私たちに会いたいと思ってくれている痛

みだ」「今、おなかの赤ちゃんががんばって出

てこようとしているんだ」と痛みではなくお

なかの赤ちゃんに気持ちを集中させました。

そのおかげかわかりませんが、いきみ方など

沢山褒めてもらったのでこれからの育児に

も自信を持ってどーんと挑める気がします。

立ち合いに消極的だった夫の感動している

顔も初めて見て、忘れられない出産になりま

した。　

私は初産婦。そもそも2年前の今頃は、「私は一生独身で、一

人で生きていくんや」とまで思っていました。それが今の

夫に会え、また30歳を過ぎたらすぐに妊娠するのは難し

いと思っていたのに、結婚を控え同居をスタートしたその

週にどうやらこの子を授かったようです。ものすごくうれし

かったのを覚えています。

Ⅰ　妊娠・出産の基礎知識

出産の立ち会い現場より

助産師さんから
           若いあなたへ

その瞬間、水を打ったような静けさと

固唾をのむ緊張感があなたを包み込みました。

そうです。

今、あなたは子宮というあなただけの場所から

「この世」に生まれきたところです。

そして、みんな待っているのです。

生きている証を…

あなたは大きく息を吸い込み、次の瞬間息を吐くと同時に

「うぶごえ」をあげました。

たった数秒かもしれないけどとても長く感じる数秒。

「ないた・・・」という言葉が聞こえ

ただ、産声を上げただけのあなたはその場、

そこにいる人々すべてをあたたかい空気で包み込んだのです。

羊水でぬれたあなたのからだを柔らかい真っ白な綿でそっと、

そっと拭きました。

「どうぞ、幸多き人生でありますように」想いを込めて。

陣痛という痛み、帝王切開という手術に身を置く事を

自ら望んだ母すら触れていないあなたのからだに

最初に触れることを生業としている者からの心からの祈りです。
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ホルモンのはたらきⅠ　妊娠・出産の基礎知識

赤ちゃんに一番大事な出会い
母性、父性、愛着とは・・・

私って「母性」がない？？

女性は、「本能として母性が備わっている」、「子どもを産み、

自然に子どもの世話をしたくなる」といった、「母性神話」に

苦しめられていませんか。

母性を感じない私は母親にはなれない、母親にはむいていない、

なんて思っていませんか。

「母性」は本能などではなく、子どもとの関わりの中で徐々に

育まれるものであり、焦る必要はありません。

　

「父性」は、母性ほど明確に語られることはありませんが、

これもまた、小さな命を大切に守り､育てていく過程で醸成

されていきます。

あなたはどんな父親になりたいのか、イメージしていきましょう。

　親子の深い絆のもとで育てられた子どもは、人のことをよく理解し、

人を愛し、愛される大人になります。子どもを

産み、育てるのは大変なことではありますが、

大きな喜びを感じることでもあります。

　主に脳の下垂体で産生、分泌されるプロラクチンというホルモン

は、女性の場合、妊娠・出産・授乳に大きく関わっています。妊娠中

は乳腺を発育させ、出産後は乳汁の分泌を促します。プロラクチンに

より母性行動が誘導されることも知られています。

　また、オキシトシンというホルモンは乳汁分泌を促し、赤ちゃんが

乳首を吸う刺激によって、更にホルモン分泌が促されます。オキシトシ

ンには、恐怖心を減少させる、幸福感を与える等のはたらきがあること

が知られており、「愛情ホルモン」などと呼ばれることがあります。

このように、出産や授乳の際に分泌される特別なホルモンが作用し、

母親と赤ちゃん、そして父親をも幸せにすることができるのです。

愛着について

　愛着（アタッチメント）とは、「危機的状況、あるいは危機を察知し

た状態におかれた時に、他の特定の人への近接を通して主観的な安

全な感覚を回復、維持しようとする行動」（イギリスの児童精神科医

Bowlby による）です。例えば、赤ちゃんがお腹すいた、知らない人が

来たなどの不安な時に、母親にしがみついたりして「頼る」行動です

が、同時に母親が「頼られている」という感覚を持てることも大切で、

愛着は子ども側だけでなく、親子の間で育まれていきます。

　確実に保護してもらえるという信頼感は、情緒的な安定をもたら

し、「自分には安全な基地がある」として外界に安心して出ていける

エネルギーにつながります。そして学童期以降、青年期になっても、

友人、さらに特定の異性などとの安定した関係を保つことにもつな

がります。
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避妊の目的は？

避妊の種類や方法は？

　　望まない妊娠を避けることです。

　　低用量経口避妊薬（ピル）

　　卵胞ホルモン、黄体ホルモンというホルモン剤を服用して
　　排卵を抑制または受精卵の着床を防ぎ、避妊します。　

・産婦人科医の診察と薬の処方が必要です
・21錠タイプと28錠タイプがあります
・飲み忘れを防ぐために、決まった時刻に薬を飲むことが重要です

使用上の注意

使用上の注意

使用上の注意

使用上の注意

　　男性コンドーム法

　　日本で最も知られている方法で天然ゴム製やポリウレタン製の
　　ゴムサックでペニスを覆い、精子を子宮内に入れないことで妊娠を防ぎます。
　　性感染症（STD）も予防します。

・射精直前だけではなく性交の最初から、
 ペニスの根本まで装着します
・コンドームを爪などで傷つけないように注意！
・射精後は速やかにはずして処理します

      基礎体温法

　　毎朝体温を測って排卵期を知り、性交しないかコンドーム法等で避妊する
　　方法です。10代の女性は体温も不安定なので基礎体温法のみでは使えません。
　　必ず他の避妊法を併用することが必要です。

      IUD（子宮内避妊具）　IUS（子宮内避妊システム)

　　子宮の中にリングを挿入し受精卵の着床を防ぐ方法です。
　　産婦人科医の診察とリング挿入が必要です。産後は2～3ヶ月経過してから
　　挿入可能ですが、妊娠経験のない人には用具の挿入が難しく挿入できません。

100％確実な避妊法はありません。
自分たちに合う的確な避妊法を選択することが重要です。

膣外射精法（性交中絶）は避妊法ではありません。

Ⅰ　妊娠・出産の基礎知識

赤ちゃんを産み育てることが
できない時は（避妊）

1

2

3

4

性犯罪被害に遭ったときや避妊に失敗した時などに、内服薬で緊急的

に避妊する方法です。

★ポイント

・性交から内服まで、72時間（3日間）を超えないようにしましょう。

★受診時のポイント

・受診する場合は、事前に産婦人科に連絡しましょう。

・健康保険は適応されません（犯罪被害の場合、警察に届けることで

公費負担の制度を利用することができます。）

もしもの時は、緊急避妊法…
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